
Kyudai
　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所

（I 2C
N
E
R

）
第
１
回A

nnual S
ym
po
sium

が
、
稲
盛
財
団
記
念
館
稲
盛
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
約
１
７
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
に
、
有
川
総
長
、
文
部
科
学
省

研
究
振
興
局
基
礎
研
究
振
興
課 

上
田
光
幸
基

礎
研
究
推
進
室
長
、
黒
木
登
志
夫

W
P
I

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

及
び
ア
メ
リ
カ
大
使
館 

ジ
ェ
フ

リ
ー
・
ミ
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
席

担
当
官
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
後
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
中
、

I 2C
N
E
R

の
取
り
組
み
へ
の
評
価
と

今
後
の
活
動
に
向
け
た
期
待
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
19
名
のI 2C

N
E
R

を
含
む
国
内

外
か
ら
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
成
果
等
の
発

表
が
行
わ
れ
た
後
、
笠
木
伸
英W

P
I

プ
ロ
グ

ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
か
ら
、
事
業
の
進
捗
を
評

価
す
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ペ
ト
ロ
ス
・
ソ
フ
ロ
ニ
ス
所
長

が
、I 2C

N
E
R

と
米
国
を
始
め
と
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
の
研
究
機
関
と
の
国
際
的

な
連
携
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、

そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日（
木
）に
は
、I 2C

N
ER International 

W
o
rk
sh
o
p
 

及
び H

Y
D
R
O
G
E
N
IU
S
 &
 

I 2C
N
E
R
 Jo
in
t R
esearch

 S
ym
p
o
siu
m

が
水
素
材
料
先
端
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
合

同
で
９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

九
州
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所

第
１
回 I

2CN
ER A

nnual Sym
posium

を
開
催

　

平
成
24
年
２
月
28
日
（
火
）、
ア
ク
ロ
ス

福
岡
に
お
い
て
、
高
等
研
究
院
の
主
催
に
よ

り
「
最
先
端
・
次
世
代
研
究
開
発
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
研
究
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
86
回
総
合
科
学
技

術
会
議
（
平
成
21
年
12
月
３
日
）
で
の
方
針

決
定
を
受
け
て
創
設
さ
れ
た
、
将
来
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
研
究

者
、
特
に
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究
者
を
対

象
と
し
た
研
究
支
援
制
度
で
、
中
長
期
的
な

我
が
国
の
持
続
的
な
成
長
と
政
策
的
・
社
会

的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

研
究
発
表
会
で
は
、
梶
山
正
司
（
独
）
日

本
学
術
振
興
会
審
議
役
（
基
金
担
当
）
の
挨

拶
の
後
、
高
等
研
究
院
特
別
顧
問
の
中
野
三

敏
名
誉
教
授
（
平
成
10
年
紫
綬
褒
章
受
章
、

平
成
22
年
文
化
功
労
者
）
が
、「
和
本
リ
テ

ラ
シ
ー
の
回
復
を
願
う
」
と
題
し
て
、
特
別

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
中
野
名
誉
教
授

は
、
異
分
野
の
研
究
者
が
一
堂
に
集
っ
た
本

発
表
会
を
意
義
あ
る
機
会
と
評
価
し
た
う
え

で
、
本
日
の
参
加
者
の
う
ち
、
は
た
し
て
ど

れ
く
ら
い
の
方
が
和
文
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
と
問
い
か
け
、
外
国
語
だ
け
で

な
く
自
国
語
の
習
得
と
教
育
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
の
林
潤
一
郎
先
導
物
質
化

学
研
究
所
教
授
、
山
崎
晶
生
体
防
御
医
学
研

究
所
教
授
、
山
東
信
介
稲
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
を
含
む
研
究
者
７
名
の

研
究
成
果
の
発
表
が
あ
り
、
各
発
表
後
に
は
、

発
表
者
間
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
る
等
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、「
国
民
と
の
科

学
・
技
術
対
話
の
実
施
」
を
求
め
ら
れ
て
い

る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
お
よ
び
成
果
を
社

会
に
発
信
で
き
た
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
後

方
で
は
本
学
か
ら
の

採
択
者
13
名
の
研
究

概
要
の
展
示
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
先
端
・
次
世
代
研
究
開
発

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
発
表
会
を
開
催

Kyudai

　

平
成
24
年
２
月
23
日
（
木
）、
福
岡
国
際

ホ
ー
ル
に
て
、
２
０
１
０
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞
者 

鈴
木
章
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
に

よ
る
、
受
賞
記
念
講
演
会
「
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
て
〜
未
来
を
開
く
化
学
〜
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
講
演
会
は
、
科
学
・
化
学
の
面
白
さ
に

つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
福

岡
女
子
大
学
、
九
州
大
学
、
西
日
本
新
聞
社

の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
中
高
生
か
ら
一

般
市
民
ま
で
約
６
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
梶
山
千
里
福
岡
女

子
大
学
学
長
と
、
川
崎
隆
生
西
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長
の
、
鈴
木
名
誉
教
授
へ
の

謝
意
を
こ
め
た
挨
拶
の
後
、
壇
上
に
立
っ
た

鈴
木
名
誉
教
授
は
、
有
機
化
学
を
学
び
始
め

た
北
大
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

受
賞
の
対
象
と

な
っ
た
ク
ロ
ス

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

反
応
の
実
用
例
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
が
決
ま
っ

た
瞬
間
か
ら
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
の
授
賞
式
で
の
様
子
な
ど
、
ご
自
身
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
語
り
、

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
資
源
の
少
な
い
日
本
で
科
学

の
道
を
志
す
こ
と
の
重
要
さ
、
自
分
の
志
し

た
道
を
究
め
、
邁
進
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
熱
く
語
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
、
熱
気
の
冷
め
な
い
会
場
で
は
、

講
演
終
了
後
も
、
鈴
木
名
誉
教
授
へ
の
質
問

が
相
次
ぎ
、
２
時
間
の
講
演
会
は
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

鈴
木
章
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
を
招
き
、講
演
会
を
開
催

　

平
成
24
年
２
月
16
日
（
木
）、
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス
の
稲
盛
財
団
記
念
館
稲
盛
ホ
ー
ル

で
、
２
０
１
０
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

で
あ
る
根
岸
英
一
特
別
教
授
を
お
迎
え
し
た

ノ
ー
ベ
ル
賞
特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
高
等
研
究

院
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「P

d
-C
a
ta
lyze

d
 C
ro
ss-c

o
u
p
lin
g
 

a
n
d
 Z
r-C
a
ta
ly
z
e
d
 A
s
y
m
m
e
tric
 

C
arbo

alum
inatio

n o
f A
lkenes (Z

A
C
A
 

reactio
n)

」
と
題
し
た
講
演
会
に
は
本
学
の

学
生
を
中
心
に
約
４
０
０
名
が
参
加
し
、
会

場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

有
川
節
夫
総
長
、
巌
佐
庸
高
等
研
究
院

長
の
挨
拶
、
香
月
勗
九
州
大
学
特
別
主
幹

教
授
に
よ
る
根
岸
特
別
教
授
の
紹
介
の
後
、

壇
上
に
立
っ
た
根
岸
特
別
教
授
は
、
科
学

者
と
し
て
の
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
「
有
機

合
成
に
お
け
る
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
ク
ロ
ス

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
等
に
代
表
さ
れ
る
ご
自

身
の
研
究
に
つ
い
て
、
１
時
間
に
わ
た
り

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
本
学
学
生
と
の
質
疑
応
答

で
は
「
21
世
紀
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の

た
め
に
、
科
学
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

皆
さ
ん
は
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
海
外

に
目
を
向
け
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
学
生
や
若
手
研
究
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
演
会
は
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
研
究
拠
点
（W

P
I

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

国
際
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
た

め
、
講
演
、
質
疑
応
答
、
主
催
者
挨
拶
等
す

べ
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

根
岸
英
一
パ
デ
ュ
ー
大
学
特
別
教
授
講
演
会
を
開
催


